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研究成果の概要（和文）：本研究では、考古学を中心とする学際的チームにより、古墳時代以後

の古代難波の国際的な性格を徹底的に探った。その柱は以下の 2 点である。 (1) 日本古代王宮

の原点をなす前期難波宮や難波京の研究、その源流たる中国や朝鮮半島の都城の研究。 (2) 古

墳時代以来の古代難波にみる外来的文物の個別研究。これらを通じて東アジア史の中に古代難

波を位置づけ、その国際性を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated international character of ancient 

Naniwa in present Osaka prefecture from the 5th century to the 8th century thoroughly. 
The main themes were two of the following. (1) The studies of the Naniwa Capital and 

Naniwa-no-miya Palace which made the origin of the Japanese ancient royal palace, and 

the studies of the capital and royal palace in China and Korea. (2) The studies of various 

products of foreign countries, for example China and Korea, in ancient Naniwa. We placed 

ancient Naniwa through these studies before the history of East Asia and clarified the 

internationality. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)古代の難波は「畿内の表玄関」と言われ、
常に大陸からの新しい文化の窓口として機
能してきたことは、誰しもが認めるところで
ある。しかしながら、その具体相となると、
難波宮が中国風の宮室であろうという以外、
顕著な事例はかなり不明確であった。 

(2)近年、中国、朝鮮半島と日本列島との人
的流動化（交流）はかつてなく大規模なもの
となってきた。このような東アジアの海を越
えた交流の大きな進展に伴い、考古学・古代
史学においても、列島の枠組みを越える新た
な研究が求められるようになってきた。 
(3)そこで、上記(1)のような漠然たる「難波
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＝対外交流の窓口」という認識を捨て、でき
るだけ多くの素材から、古代難波の国際的性
格を具体的に探る試みが求められるに至っ
た次第である。 
(4)当時、考えられた素材としては、以下の
通りである。まず、難波宮・京などの古代都
城があるが、この点、中国での発掘調査の進
展は目覚しく、また韓国でも百済の地におけ
る宮殿・寺院の解明が進んできたことが大き
い。また、新羅・百済などから難波に搬入さ
れた土器の様相が次第に垣間見えつつあっ
た。都城と外来土器の二つは、「国際性」を
さぐる大きなテーマとなることが予測され
た。 
そのほか、百済王氏などの渡来系氏族、牛馬
などの列島への渡来とその展開、これらを支
える水陸交通の整備など、視点を定めれば、
扱えるテーマは非常に多岐にわたっていた。 
  
２．研究の目的 
(1)日本古代都城の原点である前期難波宮の
宮殿プランの源流を、東アジアの古代都城か
ら探る。(2)古代の難波における様々な外来
的要素を探り、難波の国際的性格を明らかに
する。 
 
３．研究の方法 
 主な研究方法は以下の通りである。 
(1)研究会（都城制研究会）を組織し、上記
の二つの目的に沿った研究活動を定期的に
行うこと。 
(2)都城や土器に焦点を絞った海外調査や書
籍購入により、資料を収集すること。 
(3)海外の重要論文を翻訳し、古代難波の研
究に役立てること。 
(4)自然化学分析を行い、環境復原等に努め
ること。 
 
４．研究成果 
(1)研究会は初年度の 10月にスタートし、２
ヶ月に１回、計 21 回開いた。その結果、44
本の報告があり、その半分以上が本科研のメ
ンバーであった。テーマは都城を中心としつ
つも、本科研の趣旨に沿うものを広く取り上
げた。このような研究会は国内にはなく、独
自色の強いものであった。 
(2)奈良女子大学 COE や他の科研グループと
共催する「都城制研究集会」を年１回、計４
回開き、多彩なテーマを取り上げることがで
きた。この研究集会は大規模であること、韓
国、中国の研究者を招いての国際シンポであ
ることなどが特徴である。 
(3)翻訳は中国語の論文３本に対して行った。 
いずれも都城制の論文であり、原著者は故史
念海氏、郭湖生氏らであり、日本の都城制研
究に与える影響は大である。 
(4)自然化学分析は動物遺存体、花粉分析の

２件を行った。古代難波の牛馬のあり方、ま
た当時の環境復元に資するものである。 
(5)最終年度には 300 頁に及ぶ報告書を作成
し、各自の論文 12本と翻訳論文３本のほか、
自然科学分析報告２本を収録した。 
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